
「
水
尾
鮎
」
を
巡
っ
て

築
　
　
島

鮎
囲
集
に
収
録
さ
れ
て
ゐ
る
鮎
園
の
；
に
「
水
尾
鮎
」
な
る
ヲ
コ
ト
鮎
が
あ
る
。
こ
の
ヲ
コ
ト
鮎
を
実
際
に
加
鮎
し
た
訓
鮎
本
は
、
未

だ
一
瓢
も
費
見
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ヲ
コ
ト
鮎
に
つ
い
て
は
、
既
に
幾
つ
か
の
論
考
が
公
に
さ
れ
て
を
。
、
小
兄
を
開
陳
し

た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
後
、
柳
か
考
へ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
何
れ
も
単
な
る
膿
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
敢
へ
て
愚
見
を
述

べ
て
、
大
方
の
高
批
を
仰
が
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
水
尾
鮎
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
粘
圏
集
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
、
初
め
て
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
吉
澤
義
則
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
、

（1）

諸
鮎
譜
に
見
え
た
鮎
園
を
列
記
し
て
、
そ
の
繹
氏
鮎
の
中
に
「
五
、
水
尾
粘
」
を
挙
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
中
田
祝
夫
博
士
は
、
平
安
時
代

の
訓
粘
資
料
を
探
求
し
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
つ
つ
論
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
で
「
水
尾
粘
」
を
取
。
上
げ
、
末
だ
実
際
に
加
鮎
さ

れ
た
文
献
は
費
見
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
「
第
二
群
鮎
」
の
ヲ
コ
ト
鮎
の
一
種
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
鮎
固
集
に
「
水
尾
鮎
園
堂
僧

正
用
之
」
と
あ
る
こ
と
を
取
上
げ
、
「
圃
堂
僧
正
」
は
成
典
（
九
五
八
1
〇
四
四
）
で
あ
る
が
、
成
典
は
仁
和
寺
園
堂
に
住
ん
だ
人
で
、
そ
の

加
鮎
本
は
現
存
し
な
い
が
、
常
時
仁
和
寺
で
は
園
堂
鮎
が
使
は
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
成
典
は
こ
の
ヲ
コ
ト
鮎
を
使
用
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と

し
、
更
に
又
、
禅
塚
本
鮎
圏
に
「
丹
州
水
尾
禅
門
寺
玄
静
粘
」
云
々
と
あ
る
記
事
に
つ
き
、
そ
の
根
按
は
薄
弱
で
あ
り
、
玄
静
（
九
〇
四
存
）

求
　
尾
　
距
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巡
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〇

の
加
鮎
本
は
現
存
し
な
い
が
、
天
台
宗
の
法
脈
を
承
け
て
を
り
、
水
尾
鮎
と
同
じ
第
一
群
鮎
の
西
墓
鮎
や
仁
都
波
迦
鮎
が
天
台
宗
で
使
用
さ

（2）

れ
て
ゐ
た
か
ら
、
玄
静
が
水
尾
鮎
を
使
用
し
た
可
能
性
は
絶
無
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
た
。
更
に
中
田
博
士
は
、
水
尾
鮎
の
星
鮎
に
「
音
」

「
訓
」
「
コ
ト
」
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
が
『
成
実
論
天
長
鮎
』
や
『
飯
室
切
古
粘
』
（
共
に
第
一
群
鮎
）
と
共
通
す
る
こ
と
を
指
摘

（3）

さ
れ
た
。

次
い
で
、
曽
田
文
雄
氏
は
、
囲
堂
鮎
の
第
二
壷
か
ら
第
五
壷
ま
で
の
線
鮎
の
符
祝
の
讃
み
方
を
左
下
隅
か
ら
右
廻
り
に
連
模
し
て
讃
む
と
、

カ
ミ
ナ
ツ
キ
シ
ク
レ
フ
　
ル
メ
リ
ウ
ネ
ヒ
ヤ
マ
チ
　
ョ
ヘ
ム
コ
ト
モ
エ
ソ
イ
　
ク
ラ
セ
メ
イ
（
ヰ
）
　
ケ
サ
ス
ホ

と
な
り
、
「
神
無
月
時
雨
降
る
め
り
畝
傍
山
、
千
代
脛
む
こ
と
も
え
ぞ
到
ら
せ
ぬ
、
ゐ
け
さ
す
は
」
と
読
ま
れ
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
の
「
神

無
月
時
雨
降
る
め
り
左
保
山
の
ま
さ
き
の
か
づ
ら
色
ま
さ
り
ゆ
く
」
と
似
て
を
り
、
こ
の
歌
合
の
歌
が
、
園
堂
鮎
成
立
の
時
期
と
極
め
て
近

い
こ
と
を
述
べ
、
更
に
、
延
應
本
鮎
園
の
水
尾
鮎
で
は
、
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
符
班
が
園
堂
鮎
と
殆
ど
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
田

（4）

説
を
援
用
し
て
、
囲
堂
鮎
は
水
尾
鮎
か
ら
そ
っ
く
り
借
用
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
先
学
の
説
を
承
け
て
、
筆
者
は
、
水
尾
鮎
に
つ
い
て
、
若
干
の
卑
見
を
述
べ
た
。
そ
の
要
鮎
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

二
延
應
本
鮎
圏
の
寓
本
を
見
る
と
、
左
上
隅
の
星
鮎
が
虫
損
の
た
め
欠
損
し
て
を
り
、
右
上
鮎
の
星
鮎
が
「
コ
」
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、

星
鮎
に
「
コ
」
が
あ
る
の
は
他
に
例
が
な
い
。
或
い
は
「
ヲ
」
の
誤
寓
か
も
知
れ
な
い
。

二
、
星
鮎
の
壷
の
内
部
に
、
中
央
「
ノ
」
の
一
つ
の
粘
し
か
無
い
。
天
台
宗
系
の
ヲ
コ
ト
鮎
に
は
、
多
く
の
場
合
、
壷
の
内
部
に
多
く
の

星
鮎
を
持
つ
の
が
例
で
あ
る
。

三
、
左
中
に
「
ト
キ
」
が
あ
る
が
、
星
鮎
に
「
ト
キ
」
を
持
つ
の
は
、
囲
堂
鮎
、
古
紀
博
鮎
な
ど
、
第
五
群
鮎
に
は
例
が
あ
る
が
、
第
一

群
鮎
に
は
、
そ
の
例
が
無
い
。

四
、
線
粘
「
〓
「
－
」
「
＼
」
「
／
」
「
リ
」
（
「
「
」
「
L
L
「
フ
」
「
人
」
「
ス
」
）
な
ど
の
符
現
が
、
整
然
と
九
箇
づ
つ
配
列
さ
れ
て
ゐ
る
。

尤
も
、
符
班
の
順
序
と
そ
の
読
み
方
は
、
園
堂
鮎
と
は
若
干
異
な
っ
て
ゐ
る
が
。



五
、
曽
田
文
雄
氏
の
説
の
如
く
、
線
粘
「
〓
「
l
「
＼
」
「
／
」
の
順
序
と
、
そ
の
訓
法
が
園
堂
鮎
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

以
上
の
や
う
な
観
鮎
か
ら
、
右
上
隅
の
星
鮎
を
「
ニ
」
の
誤
と
し
、
左
上
隅
の
星
鮎
を
「
ヲ
」
の
誤
と
す
る
と
、
四
隅
の
星
鮎
が
「
テ
」

（5）

「
ニ
」
「
ヲ
」
「
ハ
」
と
な
る
か
ら
、
第
五
群
鮎
の
一
種
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
膿
説
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
、
更
に
考
へ
る
に
、
右
上
隅
の
星
鮎
を
「
ニ
」
の
誤
と
し
、
左
上
隅
の
星
鮎
「
コ
」
を
「
ヲ
」
の
誤
と
し
た
が
、
右
上
の
星
鮎
が

鮎
固
集
の
諸
本
に
多
く
「
ヲ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
尚
、
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
線
鮎
を
共
通
に
持
つ

ヲ
コ
ト
鮎
が
、
寛
弘
の
頃
に
囲
堂
鮎
、
水
尾
鮎
と
は
別
に
、
更
に
、
存
在
し
た
こ
と
、
園
堂
鮎
の
初
期
、
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
初
に
か

け
て
の
頃
の
園
堂
鮎
は
、
後
世
の
鮎
圃
集
に
掲
載
さ
れ
た
囲
堂
鮎
と
は
部
分
的
に
相
違
し
て
ゐ
た
ら
し
い
こ
と
、
な
ど
を
考
へ
合
せ
る
と
、

水
尾
鮎
の
第
一
の
壷
は
、
や
は
り
中
田
説
の
第
一
群
鮎
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
か
や
う
な
構
造
を
持
つ
ヲ
コ
ト
鮎
は
、

十
世
紀
の
初
頭
の
も
の
で
あ
っ
て
、
囲
堂
鮎
も
未
だ
完
全
に
安
定
し
て
ゐ
な
い
、
初
期
の
頃
の
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
、

と
考
へ
る
に
至
っ
た
。

二

水
尾
鮎
を
収
録
し
た
鮎
圏
集
の
寓
本
は
多
数
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
古
い
の
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
の
『
鮎
圃
』
一
帖
で
あ
ら
う
。

こ
の
本
は
「
延
應
元
年
（
≡
二
九
）
譜
十
月
下
旬
比
／
以
金
剛
王
院
之
御
本
／
模
之
英
／
政
阿
之
本
也
／
侍
領
顧
空
」
「
永
正
十
年
（
一
五

一
三
）
少
春
中
旬
之
比
／
自
五
智
院
被
与
脱
之
畢
／
求
法
沙
門
厳
助
」
の
奥
書
を
持
つ
、
室
町
時
代
の
書
寓
本
で
、
「
延
應
本
」
の
名
で
知
ら

れ
て
を
り
、
夙
に
中
田
祝
夫
博
士
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
に
謄
寓
印
刷
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
東
大
寺
鮎
」
に
始
ま
る

二
十
六
種
の
ヲ
コ
ト
鮎
を
収
録
し
て
ゐ
る
。
金
剛
王
院
は
、
聖
賢
（
一
〇
八
三
－
＝
四
七
）
の
開
別
で
、
真
言
宗
小
野
流
に
属
す
る
寺
院
で

あ
り
、
聖
賢
は
金
剛
王
流
の
祖
と
な
っ
た
（
金
剛
王
院
列
祖
門
跡
次
第
、
血
脈
類
衆
記
第
四
、
侍
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
）
。
こ
の
寺
は
醍
醐
寺
の

流
で
あ
り
、
醍
醐
寺
で
は
ヲ
コ
ト
鮎
は
主
と
し
て
東
大
寺
鮎
を
使
用
し
た
か
ら
、
巻
頭
に
東
大
寺
鮎
を
配
し
た
の
で
あ
ら
う
。
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四
二

こ
の
本
の
九
番
目
（
十
一
丁
表
）
に
「
水
尾
鮎
　
園
堂
僧
正
用
之
」
と
し
て
、
第
一
園
の
や
う
な
十
二
壷
の
粘
園
が
見
え
る
。
そ
の
内
容
は
、

星
鮎
に
績
き
、
囲
堂
鮎
と
同
じ
線
鮎
「
〓
「
－
」
「
＼
」
「
／
」
の
四
壷
が
あ
り
、
そ
の
訓
法
は
上
述
の
通
り
囲
堂
鮎
と
同
一
で
あ
る
。
繚
い

て
、
「
二
」
「
リ
」
「
「
」
「
」
」
「
フ
」
「
人
」
「
ス
」
の
七
壷
が
あ
り
、
各
壷
毎
に
符
現
が
整
然
と
九
箇
づ
つ
配
列
さ
れ
て
ゐ
る
。
但
し
、
こ
の

部
分
に
つ
い
て
の
符
既
の
讃
み
方
は
、
園
堂
鮎
と
は
異
な
っ
て
ゐ
る
。

［
第
一
圏
］
延
應
本
所
載
「
水
尾
鮎
」
［
　
］
内
は
姦
損
等
の
た
め
補
讃
。
＊
「
コ
」
は
「
ニ
」
の
誤
な
る
べ
し
。

ト
モ

ア
ル

セ
シ

揖
ノ

ク

リ

　

セ

リ

コ
ト
モ
　
ト
マ
ウ
ス

セ
ラ
レ
　
ス
ル
ト
キ
　
シ
メ
ム

仁
和
寺
蔵
本
『
諸
鮎
圏
』
　
（
塔
十
九
由
五
十
一
統
）

一
冊
は
、
寛
永
十
年
（
〓
ハ
三
三
）
書
寓
本
で
、
「
東
大
寺
（
鮎
）
」
「
喜
多
院
鮎
」
以
下
「
妙

法
院
」
に
至
る
二
十
種
の
ヲ
コ
ト
鮎
の
名
稀
を
掲
げ
る
が
、
内
容
は
「
心
費
ア
サ
リ
鮎
（
園
堂
鮎
）
」
「
俗
鮎
（
脛
侍
）
」
「
水
尾
鮎
　
囲
堂
僧
正



用
之
」
「
禅
林
寺
裡
一
「
遍
照
寺
粘
」
「
香
隆
寺
粘
」
「
浮
光
房
鮎
」
「
池
上
阿
閣
梨
（
鮎
）
」
「
池
上
律
師
（
浮
光
房
粘
）
」
「
（
乙
鮎
囲
）
」
「
（
甲
鮎
囲
）
」

「
（
天
仁
波
流
鮎
）
」
「
俗
鮎
（
古
紀
博
粘
）
」
を
列
挙
し
、
次
に
「
右
之
諸
鮎
璽
同
山
寺
密
経
悪
筆
六
箱
寓
之
了
目
録
之
内
所
用
分
耳
／
作
（
僧
？
）

顧
澄
／
寛
永
十
年
九
月
廿
三
日
」
な
る
識
語
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
に
「
唯
識
論
之
鮎
（
喜
多
院
鮎
）
」
「
通
鮎
（
中
院
僧
正
鮎
）
」
を
記
し
て
終
っ

て
を
り
、
目
録
の
順
序
と
は
一
致
し
な
い
。
識
語
に
「
目
録
之
内
所
用
分
耳
」
と
あ
る
の
は
、
も
と
の
高
山
寺
蔵
本
の
中
か
ら
、
必
要
な
も

の
を
適
宜
抄
出
し
た
と
の
意
と
見
ら
れ
る
。
も
と
の
本
は
、
高
山
寺
方
便
智
院
目
録
の
東
第
十
六
箱
に
「
諸
鮎
圃
一
帖
」
と
あ
る
も
の
の
寓

（6）

L
で
あ
ら
う
が
、
遺
憾
な
が
ら
高
山
寺
の
経
蔵
に
は
こ
の
本
は
現
存
し
な
い
。
本
書
の
水
尾
鮎
を
第
二
圏
に
掲
げ
る
。
尚
、
本
書
を
樽
寓
し

た
も
の
は
多
数
現
存
す
る
が
、
そ
の
中
で
石
山
寺
蔵
本
「
諸
鮎
圃
」
二
冊
（
深
密
蔵
第
四
四
由
五
競
）
は
整
備
さ
れ
た
良
い
寓
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
顛
吉
本
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
「
囲
堂
鮎
」
「
俗
鮎
」
に
続
い
て
、
第
三
番
目
に
「
水
尾
鮎
」
が
位
置
し
て
ゐ
る
こ
と
で

あ
る
。
書
寓
者
の
顧
置
（
一
五
九
七
l
六
七
八
）
は
、
仁
和
寺
、
高
山
寺
に
あ
っ
て
教
学
を
修
め
、
仁
和
寺
の
興
隆
に
志
力
し
、
多
く
の
典

籍
を
書
寓
、
修
理
し
た
名
僧
で
あ
る
。
そ
の
最
も
身
近
に
あ
っ
た
ヲ
コ
ト
鮎
は
仁
和
寺
を
中
心
に
侍
来
し
た
園
堂
鮎
（
心
璧
ア
サ
リ
粘
）
で
あ

っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
先
づ
巻
頭
に
記
載
し
た
も
の
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、
仁
和
寺
蔵
本
『
大
枇
慮
道
都
経
疏
』
二
十
帖
（
御
第
七
七
画
）

に
は
、
観
音
院
僧
都
寛
意
（
一
〇
五
四
－
二
〇
一
）
の
説
を
受
け
た
、
寛
治
七
年
か
ら
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
三
⊥
〇
九
五
）
の
訓
鮎
が
あ
り
、

ヲ
コ
ト
鮎
に
園
堂
鮎
を
使
用
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
中
に
、
顕
苦
は
更
に
墨
鮎
を
加
へ
て
を
り
、
巻
第
二
十
の
奥
に
識
語
を
書
き
加
へ
て
ゐ
る
。

恐
ら
く
寛
治
嘉
保
の
園
堂
鮎
を
解
讃
し
た
の
で
あ
ら
う
。
又
、
そ
の
次
に
「
俗
粘
（
経
俸
）
」
、
次
い
で
「
水
尾
粘
」
「
禅
林
寺
鮎
」
「
遍
照
寺

鮎
」
「
香
隆
寺
粘
」
と
唐
く
の
は
、
高
山
寺
本
の
順
序
と
同
妄
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
こ
れ
が
顧
署
に
と
っ
て
、
本
営
に

「
所
用
分
」
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
二
俗
鮎
（
経
侍
）
」
は
昔
時
も
漢
籍
に
多
く
使
用
さ
れ
た
清
原
な
ど
明
経
家
の
鮎
で
あ
り
、
願
書
の
眼
に

（7）

解
れ
る
機
会
も
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
か
ら
、
水
尾
鮎
を
第
二
番
目
に
置
い
た
こ
と
も
、
一
往
は
肯
定
出
来
る
。
し
か
し
そ
れ
以
後
の
諸
鮎

は
、
何
れ
も
古
来
使
用
さ
れ
た
例
の
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
所
用
分
」
と
し
た
啓
由
が
、
今
一
つ
明
で
な
い
。
或
い
は
「
水
尾

鮎
　
囲
堂
僧
正
用
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
真
言
宗
を
主
と
し
て
ゐ
た
高
山
寺
方
便
智
院
の
僧
が
自
己
の
宗
派
の
も
の
と
し
て
必
要
と
感
じ

求
尾
圏
　
を
　
巡
　
っ
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

て
此
虞
に
序
し
た
の
を
、
同
じ
流
派
の
顛
語
が
そ
れ
を
継
承
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
又
、
「
禅
林
寺
鮎
」
「
遍
照
寺
粘
」
「
香
隆
寺
粘
」
な
ど

は
、
何
れ
も
仁
和
寺
の
院
家
の
名
を
冠
し
た
ヲ
コ
ト
粘
で
あ
る
か
ら
、
参
考
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
へ
て
、
そ
の
次
に
抄
出
し
た
の
か

も
知
れ
な
い
。

［
第
二
圏
］
顕
謹
本
所
載
「
水
尾
鮎
」
＊
「
コ
」
は
「
ニ
」
の
誤
な
る
ペ
し
。

正
僧
　
　
㌢
＋
L
㌢
一
γ

用
之
　
セ
［
ル
］
ア
ル
　
ナ
ル

水
尾

点円
堂

（
マ
マ
）

白
訓 キ

　
　
　
シ
　
　
　
ク

ナ

　

　

　

ミ

　

　

カ

セ
シ

置メり　　ヨリ　セり

イ
マ
ス
　
コ
ト
モ
　
ト
マ
ウ
ス

顧
置
本
で
は
、
第
二
園
の
や
う
に
、

テ
キ
　
シ
キ
　
ト
イ
ハ

マ
レ

ト
ン
タ
マ
フ
　
イ
7
　
イ
ハ
、
　
モ
テ

ヲ
イ
テ

シ
ヌ

セ
ヨ

「
水
尾
鮎
」
と
頭
書
し
て
十
二
壷
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
、
延
應
本
で
は
、
星
鮎
の
左
中
央
が
「
ト
モ
」
と

な
っ
て
ゐ
る
の
は
顧
讃
本
に
よ
っ
て
「
ト
キ
」
と
正
す
べ
く
、
延
應
本
の
左
上
隅
の
欠
損
部
分
が
「
ヲ
」
の
終
書
嘉
と
見
ら
れ
る
「
ノ
」
の

先
端
ら
し
き
芋
茎
が
見
え
る
の
は
、
顧
讃
本
に
よ
っ
て
「
ヲ
」
と
訂
正
す
べ
く
、
又
、
第
三
壷
の
左
中
央
を
延
應
本
で
「
へ
」
と
す
る
の
は
、



顧
讃
本
に
よ
り
「
メ
」
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
唯
、
右
上
鮎
の
星
鮎
が
南
本
と
も
「
コ
」
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
星
鮎
に
「
コ
」

を
用
ゐ
た
例
は
他
に
全
く
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
は
り
こ
れ
は
「
こ
」
の
誤
寓
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
、
水
尾
鮎
の

四
隅
の
星
鮎
は
、
中
田
説
の
通
り
「
テ
ヲ
ニ
ハ
」
と
な
り
、
第
一
群
点
に
屠
せ
し
め
る
の
を
妥
昔
と
す
る
や
う
で
あ
る
。

「
水
尾
鮎
」
を
記
載
し
た
鮎
囲
集
は
こ
の
他
に
も
多
数
存
在
す
る
が
、
多
く
は
上
の
二
本
の
侍
焉
本
で
あ
り
、
誤
寓
な
ど
が
多
い
も
の
で

あ
る
。
尚
、
東
大
寺
囲
書
館
蔵
本
「
星
鮎
」
な
ど
、
正
平
七
年
（
三
五
二
）
の
奥
書
を
持
つ
本
に
は
、
上
述
十
二
壷
の
後
に
更
に
「
ロ
」
「
ム
」

「
シ
」
「
ス
」
「
ナ
」
「
T
L
「
へ
」
の
七
つ
の
壷
を
記
す
（
第
三
国
）
が
、
多
分
後
人
の
追
加
か
と
思
は
れ
る
。

［
第
：
面
］
正
平
本
所
載
「
水
尾
鮎
」
追
加
部
分
（
末
尾
七
壷
）

兼ト
ノ
タ
マ
ヒ
タ
り
　
　
ト
オ
モ
7
　
マ
ウ
サ
ク
ト
ノ
タ
マ
ウ
ツ

イ
ハ
、
マ
ウ
サ
ク
　
へ
シ

ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
　
　
ト
イ
ハ
ム

丁

タ
マ
ヒ
タ
り
　
　
　
タ
こ
モ
ア
レ
ト
オ
モ
ヒ
タ
コ
ト
　
ト
ニ
ア
ラ
ス
　
ナ
ラ
シ
ム

又
、
禅
玲
本
は
、
も
と
は
延
應
本
に
依
り
な
が
ら
、

シ
メ
ム
ト
シ
テ

大
幅
に
改
編
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
他
の
諸
本
と
異
な
っ
て
、
こ
の
ヲ
コ
ト
鮎
の

創
始
者
を
記
載
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
上
述
の
通
り
、
既
に
吉
澤
義
則
、
中
田
祝
夫
両
博
士
の
言
及
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
禅
玲
本
の
焉

本
は
、
高
山
寺
蔵
本
（
第
一
五
五
画
三
六
競
）
、
石
山
寺
蔵
本
な
ど
で
も
、
同
様
の
内
容
で
、
ヲ
コ
ト
鮎
の
創
始
者
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

参
考
ま
で
に
高
山
寺
本
の
記
述
を
紹
介
し
て
お
く
（
＝
内
は
石
山
寺
本
）
。
尚
、
禅
玲
（
一
七
六
八
存
⊥
七
七
七
存
）
は
、
江
戸
時
代
明
和

求
　
尾
　
匪
　
を
　
巡
　
っ
　
て
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安
永
の
頃
、
仁
和
寺
に
在
っ
た
学
僧
で
あ
る
。

水
尾
鮎
　
以
上
丹
州
水
尾
禅
門
寺
玄
静
鮎
［
点
］
囲
［
円
］
堂
僧
正
成
典
監
制
詣
用
之
云
ミ
　
彼
玄
静
従
二
宗
叡
僧
畢
受
二
学
金
剛
界
法
一

随
二
禅
念
娼
票
轡
果
二
承
胎
［
台
］
蔵
大
法
支
事
二
五
大
院
安
然
閣
梨
嘉
芋
受
南
［
両
］
部
大
法
更
就
二
最
円
闇
梨
奉
一
蘇
悉
地
大

法
一
（
石
山
寺
本
に
は
返
粘
な
し
）

因
に
、
日
比
谷
囲
書
館
蔵
本
『
倭
国
諸
家
集
鮎
』
　
（
文
永
十
年
奥
書
本
）
の
目
次
に
は
「
第
十
　
水
尾
一
鮎
」
と
あ
り
、
そ
の
右
傍
に
朱
書
で

玄
静
（
静
に
濁
鮎
を
付
す
）
師
」
と
あ
る
が
、
他
の
ヲ
コ
ト
鮎
の
注
記
と
同
様
に
、
多
分
禅
玲
本
の
記
事
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
ら

三

東
寺
叡
智
院
蔵
本
の
『
不
動
尊
儀
軌
』
　
（
特
一
七
箱
第
4
競
［
1
］
）
の
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
の
朱
鮎
は
、
第
「
重
は
喜
多
院
鮎
で
、
第
二

壷
以
下
は
園
堂
鮎
、
水
尾
鮎
と
同
一
の
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
壷
が
績
い
て
ゐ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
第
四
囲
）
。
こ
の
本
に
は
、
次
の

や
う
な
奥
書
が
あ
る
。

（
朱
書
奥
書
）
　
「
寛
弘
九
年
三
月
一
日
書
了
」

［
第
四
回
］
東
寺
観
智
院
蔵
本
『
不
動
尊
儀
軌
』
寛
弘
九
年
鮎
　
所
用
ヲ
コ
ト
鮎
固

∴
∵
∴
∴
1
．

●
返



□
〃□

シ
テ
　
　
モ
テ

ロッル

同
じ
く
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
『
甘
露
軍
茶
利
明
王
念
話
法
』
（
特
「
七
箱
第
4
競
［
7
］
）
は
、
奥
書
は
無
い
が
、
右
の
本
と
全
く
同
筆
で
、

同
じ
朱
書
の
訓
鮎
が
加
鮎
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
も
全
く
同
一
の
ヲ
コ
ト
鮎
で
あ
る
（
第
四
囲
）
。
か
や
う
な
例
が
あ
る
の
は
、
寛
弘
の
頃
に
、

既
に
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
符
耽
が
固
定
し
た
形
を
持
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
水
尾
鮎
の
成
立
の
時
期
も
、
こ
の
頃
ま
で

遡
る
可
能
性
を
持
つ
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
園
堂
鮎
の
成
立
を
十
世
紀
末
頃
と
推
定
す
る
な
ら
ば
、
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
符
銃
の
成

立
は
、
更
に
そ
の
頃
ま
で
遡
及
し
得
る
と
言
へ
よ
う
。

［
第
五
圏
］
東
寺
観
智
院
蔵
本
『
甘
露
軍
茶
利
明
王
念
議
法
』
寛
弘
九
年
頃
鮎
　
所
用
ヲ
コ
ト
鮎
圏

ヵ
ロ
白
ロ
…
ロ
ロ

ニ

　

　

　

ト

　

　

ヲ

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ト

求
　
尾
　
郡
　
を
　
巡
　
っ
　
て
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□
且
且

ナ
ム

寛
平
法
皇
に
濯
頂
を
奉
授
し
た
大
僧
正
益
信
（
八
二
七
－
九
〇
六
）
は
、
初
め
明
詮
僧
都
に
従
っ
て
法
相
宗
を
学
び
、
後
、
真
言
を
宗
叡
僧

（8）

正
に
受
け
た
と
侍
へ
ら
れ
、
昔
時
、
仁
和
寺
に
は
法
相
宗
の
要
素
も
あ
っ
た
ら
し
ぐ
、
高
野
山
学
園
蔵
本
『
蘇
悉
地
掲
羅
脛
』
の
や
う
に
、

（9）

治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
の
喜
多
院
鮎
の
後
に
承
保
元
年
（
一
〇
七
四
）
の
仁
和
寺
寛
智
の
園
堂
鮎
を
加
鮎
し
た
例
も
あ
り
、
仁
和
寺
で
法
相

宗
所
用
の
喜
多
院
鮎
を
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
っ
て
、
星
粘
だ
け
は
喜
多
院
鮎
の
も
の
を
使
ひ
、
線
鮎
は
常
時
仁
和
寺
に
行
は
れ
て
ゐ
た
「
カ

ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
符
競
を
使
用
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
や
う
に
星
鮎
と
線
鮎
と
を
、
別
種
の
ヲ
コ
ト
鮎
を
合
探
し
て
使
用
し
た
事

例
と
し
て
は
、
少
し
時
期
が
下
る
が
、
星
鮎
に
池
上
阿
闇
梨
鮎
、
線
鮎
に
賛
憧
院
鮎
を
使
用
し
た
ヲ
コ
ト
鮎
が
あ
る
。
東
寺
観
智
院
蔵
本
『
親

自
在
大
悲
成
就
玲
伽
蓮
華
部
念
訴
法
門
』
（
二
三
箱
三
競
）
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
費
範
鮎
、
同
蔵
本
『
持
世
陀
羅
尼
別
行
功
徳
法
』
（
三
〇
箱

二
五
耽
）
長
承
四
年
（
二
三
五
）
実
淵
粘
、
醍
醐
寺
蔵
本
『
不
空
窮
索
神
呪
王
脛
』
（
三
七
五
画
四
一
競
）
仁
平
三
年
（
二
五
三
）
璧
永
鮎
、

石
山
寺
蔵
本
『
作
法
』
（
校
倉
聖
教
二
六
車
二
八
競
）
院
政
期
鮎
の
四
鮎
で
あ
る
。
覚
範
、
璧
永
は
何
れ
も
天
台
宗
延
暦
寺
の
僧
で
、
覚
範
に
は

（10）

賛
瞳
院
鮎
を
加
鮎
し
た
粘
本
も
あ
る
。

四

高
山
寺
蔵
本
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
安
蘇
大
乗
現
讃
大
教
王
経
』
三
巻
（
重
富
〓
競
）
は
、
平
安
初
期
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
六
月
十
八

日
の
書
寓
奥
書
が
あ
る
が
、
全
巻
に
白
書
と
朱
書
と
の
加
鮎
が
あ
る
。
そ
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
巻
第
一
奥
書
）
　
（
白
書
）
「
□
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
三
月
廿
四
日
於
仁
和
寺
南
御
室
鮎
始
同
五
日
鮎
了



（
法
ヱ
　
　
両
ヱ
　
　
　
　
（
？
）

□
□
□
閣
梨
奉
受
了
　
叡
算
之
」

（
朱
書
）
　
「
沙
門
叡
算
之
」

（
？
）

（
巻
第
二
奥
書
）
　
（
白
書
）
　
「
同
［
＝云

ヱ

　

　

　

（

ヒ

ヱ

寛
弘
□
年
三
月
廿
口
日
鮎
了
　
求
法
僧
叡
算
」

（
朱
書
）
「
寛
弘
五
年
三
月
廿
六
日
於
仁
和
寺
之
内
南
御
室
受
撃
高
尾
法
照
／
閣
梨
畢
　
沙
門
叡
算
之
」

（
擦
消
）

（
巻
第
三
奥
書
）
　
（
朱
書
）
「
長
元
八
年
（
一
〇
三
五
）
十
一
月
十
六
日
於
田
野
御
房
鮎
了
　
侍
授
師
僧
都
御
房
也
n
」

（
自
書
）
　
「
寛
弘
∩
〓
∪
求
法
僧
叡
算
」

（
朱
書
）
「
寛
弘
五
年
三
月
廿
七
日
於
仁
和
寺
之
内
南
御
室
高
尾
法
照
／
闇
梨
受
撃
了
　
沙
門
叡
算
之
」

［
第
六
周
〓
晶
山
寺
蔵
本
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
撮
大
乗
現
讃
大
教
王
経
』
長
元
八
年
鮎
　
所
用
ヲ
コ
ト
鮎
圏

（
・
号
・
）
ム
（
、
、
エ
、
句

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
L
l
　
　
　
モ

タ
ル
ロ
耳
且
ロ

ナ
ル
　
シ
テ
　
モ
テ

京
　
尾
　
距
　
を
　
巡
　
っ
　
て

四
九
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ヨ
〓
′

こ
の
本
の
ヲ
コ
ト
鮎
は
、
第
六
園
に
示
し
た
如
く
、
星
鮎
も
線
鮎
も
、
大
部
分
は
囲
堂
鮎
に
合
致
す
る
が
、
一
部
分
相
違
が
あ
る
。
そ
れ

は
第
一
に
、
壷
の
内
部
に
、
中
央
に
星
鮎
「
ノ
」
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
よ
り
も
少
し
左
上
に
寄
っ
た
位
置
に
星
鮎
「
ト
」
が
あ
る
こ

と
、
右
傍
（
又
は
右
遽
上
）
　
に
星
鮎
「
ム
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
園
堂
鮎
で
は
「
リ
」
の
形
の
符
競
（
ナ
リ
・
ヨ
リ
・
タ
リ
な
ど
）

が
、
何
れ
も
「
‥
」
の
形
を
取
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
壷
の
内
部
に
星
鮎
が
多
く
あ
る
こ
の
「
‥
」
の
や
う
な
複
星
鮎
を
持
つ
こ
と
は
、

M珊爪

何
れ
も
天
台
宗
の
ヲ
コ
ト
鮎
に
一
般
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
仁
和
寺
が
も
と
天
台
宗
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
こ
の

『
金
剛
頂
一
切
如
来
眞
案
撮
大
乗
現
甚
大
教
王
脛
』
　
の
ヲ
コ
ト
鮎
は
、
園
堂
鮎
の
初
期
の
、
不
安
定
な
段
階
の
形
を
示
し
て
を
り
、
囲
堂
鮎

自
体
が
天
台
宗
の
ヲ
コ
ト
鮎
の
性
格
を
継
承
し
て
ゐ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

か
や
う
に
考
へ
る
と
、
水
尾
鮎
に
つ
い
て
も
、
「
カ
ミ
ナ
ツ
キ
」
云
々
の
符
祝
を
持
つ
こ
と
は
、
中
田
博
士
説
の
や
う
に
、
そ
れ
が
第
一
群

鮎
で
天
台
宗
系
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
却
っ
て
合
理
性
を
含
ん
だ
推
論
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

但
し
、
中
田
説
の
、
玄
静
（
九
〇
四
存
）
が
使
用
し
た
可
能
性
は
、
時
期
的
に
見
て
、
殆
ど
肯
定
し
得
な
い
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

囲
堂
僧
正
成
典
が
水
尾
鮎
を
使
用
し
た
と
い
ふ
注
記
の
根
接
は
何
虞
に
あ
る
の
か
。
未
だ
に
見
昔
も
付
か
な
い
が
、
或
い
は
、
「
カ
ミ
ナ
ツ

キ
」
云
々
の
符
既
が
囲
堂
鮎
と
似
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
て
附
加
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

水
尾
鮎
が
園
堂
鮎
よ
り
も
古
い
と
す
る
曽
田
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
が
、
確
賓
な
新
資
料
が
貴
兄
さ
れ
な
い
限

り
、
何
と
も
言
へ
な
い
。
し
か
し
、
水
尾
鮎
が
「
‥
」
の
や
う
な
複
星
鮎
を
持
た
な
い
こ
と
、
囲
堂
鮎
以
外
に
は
見
え
な
い
「
リ
」
の
符
班

が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
「
リ
」
の
符
坑
は
、
前
述
の
や
う
に
、
囲
堂
鮎
の
初
期
に
は
「
‥
」
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
攣
形
し
た
も
の
ら
し
い
こ



と
な
ど
を
考
へ
る
と
、
愚
見
と
し
て
は
、
寧
ろ
園
堂
鮎
が
先
で
、
水
尾
鮎
は
そ
の
後
で
出
現
し
た
か
、
又
は
、
後
の
時
点
で
囲
堂
鮎
に
よ
っ

て
追
加
乃
至
は
欒
形
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

序
な
が
ら
、
囲
堂
鮎
の
壷
の
内
部
の
星
鮎
「
ト
」
が
消
滅
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
真
言
宗
系
統
の
ヲ
コ
ト
鮎
で
は
、
一
般
に
壷
の
内
部
に

星
鮎
を
有
し
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
二
付
言
し
て
置
き
た
い
。

そ
の
一
は
、
浄
光
房
鮎
の
歴
史
的
攣
形
で
あ
る
。
そ
の
夙
い
頃
の
文
厭
で
は
、
壷
の
中
央
に
星
鮎
「
ノ
」
が
あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
れ
は

（12）

右
連
中
央
に
移
動
し
て
、
壷
の
内
部
の
星
鮎
は
消
滅
し
た
。
又
、
中
院
僧
正
鮎
は
、
最
初
か
ら
壷
の
内
部
の
星
鮎
は
設
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

賛
際
の
中
院
僧
正
粘
本
で
は
、
中
央
の
星
鮎
は
抹
消
の
符
既
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
中
院
僧
正
撃
は
、
星
鮎
の
み
な
ら
ず
、
線
鮎
も
、
壷

の
内
部
に
は
殆
ど
使
用
さ
れ
で
ゐ
な
い
。
そ
の
理
由
は
明
で
な
い
が
、
強
ひ
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
墨
鮎
の
加
鮎
に
は
、
字
書
と
重
な
り
難
い

の
で
利
鮎
は
あ
る
が
、
警
宗
系
の
ヲ
コ
ト
鮎
に
は
墨
鮎
の
ヲ
コ
ト
鮎
は
寧
ろ
稀
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
推
測
も
あ
ま
り
説
得
性
は
無
い
。
尚
、

考
ふ
べ
き
間
題
で
あ
ら
う
。

尚
、
天
台
宗
系
の
ヲ
コ
ト
鮎
で
は
、
壷
の
内
部
に
星
鮎
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
そ
れ
か
ら
派
生
し
た
と
見
ら
れ
る
俗
家
鮎
（
儒
家
粘
）
で
も
、

最
初
の
内
は
、
東
洋
文
庫
蔵
本
の
『
古
文
尚
書
』
や
『
毛
詩
』
の
古
鮎
（
共
に
九
世
紀
初
頭
）
で
は
、
壷
の
内
部
に
多
く
の
星
警
持
っ
て
ゐ

た
が
、
や
が
て
そ
れ
ら
は
殆
ど
消
滅
し
て
、
中
央
の
「
ノ
」
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
、
何
か
関
係
が
あ
る
か
と
思
は
れ
る
の

で
、
参
考
の
た
め
に
述
べ
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

注（1）
（2）

吉
澤
義
則
「
尚
書
及
び
日
本
書
紀
古
抄
本
に
加
へ
ら
れ
た
る
乎
古
止
鮎
に
就
き
て
」
（
大
正
七
年
八
月
、
『
国
語
国
文
の
研
究
』
所
収
）
。

中
田
祝
夫
『
古
粘
本
の
国
語
撃
的
研
究
総
論
篇
』
二
九
九
頁
。
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
）

求
　
尾
　
匪
　
を
　
巡
　
っ
　
て



（3）（4）（5）（6）（7）

（
呂
）

へ
q
こ

（
1
0
）

岨
蘭
凸

（
1
2
）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

中
田
祝
夫
『
古
鮎
本
の
園
語
撃
的
研
究
　
緒
論
篇
』
　
三
〇
〇
頁
。

曽
田
文
雄
「
鮎
園
の
有
機
的
性
格
　
－
国
堂
鮎
を
中
心
に
－
」
　
（
『
国
語
国
文
』
第
二
十
九
巻
第
二
競
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
）

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
鮎
本
論
考
　
研
究
篇
』
三
四
五
頁
。
（
平
成
八
年
五
月
）

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
粘
本
論
考
即
か
射
傭
轡
四
八
頁
。
但
し
、
記
載
の
二
部
に
不
備
な
鮎
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
訂
正
す
る
。

日
本
雅
章
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
『
文
鎮
秘
府
論
』
六
帖
は
、
も
と
高
山
寺
の
蔵
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
園
堂

鮎
の
他
に
、
第
五
群
鮎
が
加
鮎
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
両
種
の
ヲ
コ
ト
鮎
の
関
係
は
、
末
だ
明
で
な
い
が
、
顧
護
本
鮎
固
集
の
「
経
侍
」
は
第
五
群
鮎

で
あ
り
、
顧
欝
は
高
山
寺
の
本
を
見
て
ゐ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
事
宴
は
、
何
か
繁
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

『
仁
和
寺
請
院
家
記
』
　
（
蕃
山
書
寓
本
）
　
（
『
仁
和
寺
資
料
第
一
』
）
　
三
一
一
頁
。

曽
田
文
雄
「
媚
監
翫
蘇
悉
地
掲
羅
経
の
ヲ
コ
ト
鮎
」
（
『
訓
粘
語
と
訓
鮎
資
料
』
第
一
韓
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
）
。

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
粘
本
論
考
　
研
究
篇
』
　
六
九
四
頁
。

中
田
祝
夫
『
古
鮎
本
の
国
語
撃
的
研
究
　
総
論
篇
』
三
八
七
頁
。

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
粘
本
論
考
　
研
究
篇
』
　
八
三
九
頁
。




